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インフルエンザとかぜの違い  

インフル工ンザは、突然現れる高熱、頭痛、関節痛、  

筋肉痛など全身の症状が強いのが特徴で、併せてのど  

の痛み、鼻汁、咳（せき）などの症状も見られます。   

さらに、気管支炎、肺炎、小児では中耳炎、熱性け  

いれんなどを併発し、重症になることがあるのも特徴  

です。   

特に高齢者、呼吸器や心磨などに慢性の病気を持つ  

方は、インフル工ンザそのものや、もともとの病気が  

悪化しやすく、死に至る原因となることもありますの  

で、十分に注意する必要があります。また、近年、小   

I国 インフルエンザによる死亡者敷  

児（ことに幼児年齢）がかかると、まれに急性脳症を  

起こして死亡したり後遺症が残ったりすることがある  

ことが明らかとなり、原因の解明や治療法の研究が進  

められています。   

わが国では、例年12月～3月がインフル工ンザの流  

行シーズンです。一旦流行が始まると、短期間に小児  

から高齢者まで膨大な数の人を巻き込むということ、  

インフル工ンザが大きく流行した年には、高齢者の冬  

季の死亡数が普段の年より多くなるということから  

も、だらだらと流行する普通のかぜとは異なります。   

l表 かぜとの違い  

‾－‖‾‾‾一川】▲‾■－■‾‾  ーー・－－－－－－・・山一－・－－L・・・－－・■・－一一－一 高熱＼頭痛、関節  のどの痛み、■水、  
癌、筋肉痛、せき、  ▲づまり、＜しゃ  

状・            のどの痛み、1水  み、せき、発熱（高  
など   病者では高熱でな  

いこともある）   

症  急 激   比載的ゆっくリ   

けんたいかん  
強い倦怠感など全  

症状の叙位     身症状   

インフルエンザウイルスの種類  カ                                               ′／  

－∴～－◆－＋＿－－▲■一．－－－■ヽ－W■◆∴■▼   ＿一一／ノ  「－－・一一▲ l－・一一一－－ 一一一   

クトリア型）ですが、同様にその中でさらに細かい型  

に分かれます。   

これらのA／H3N2（香港型）、A／HINl（ソ連型）、  

B型が同時期に流行することがあるため、同じシーズ  

ンの中でA型インフル工ンザに2回かかったり、A型  

インフル工ンザとB型インフル工ンザにかかったりす  

ることがあるのはこのためです。また、それぞれの細  

かい型に対する免疫反応（抵抗力）は少しずつ異なる  

ので、人はインフルエンザウイルスの変異に追いつけ  

ず何回もインフル工ンザにかかることがあります。   

インフル工ンザの原因となるインフル工ンザウイル  

スは、A型、B型、C型に大きく分類されます。この  

うち、大きな流行の原因となるのはA型とB型です。   

A型インフルエンザウイルスはさらに144種類もの  

型（亜型）に分けられますが、そのうち、人の間でい  

ま流行しているのは、A／H3N2（香港型）と、A／  

HINl（ソ連型）の2種類です。これらのウイルスは  

さらにそれぞれの中で、毎年のように小さい変異をし  

ています。   

B型インフル工ンザウイルスは2種類（山形型、ビ  

～  

二対  
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インフルエンザにかからないために、どうしたらよいでしょうか。  

予防の基本  

■流行前に  

財インフル工ンザワクチンを接種  

■インフルエンザが流行したら   

臣一人込みや繁華街への外出を控える   

財外出時にはマスクを利用   

財室内では加湿器などを使用して適度な湿度に   

材十分な休養、バランスの良い食事   

財うがい、手洗し・lの励行   

財咳エチケット  

√
／
 
 

号  

t流行前に   

財インフル工ンザワクチンを接種   

3   
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予防の基本は、流行前にワクチンを接種することです。  

■インフルエンザが流行したら   

臣ー人込みや繁華街への外出を控える   

巨ー外出時にはマスクを着用  

財室内では加湿器などを使用して適度な湿度に   

インフルエンザは、インフル工ンザにかかった人   

の咳、くしゃみ、つばなどの飛沫（ひまつ）と共に   

放出されたウイルスを、のどや鼻から吸い込むこと  

ひまつ  によって感染します（これを「飛沫感染」といいま   

す）。また、インフルエンザは感染しやすいので、   

インフルエンザにかかった人が無理をして仕事や学   

校等へ行くと、急速に感染を広めてしまうことにな   

ります。   

インフル工ンザが流行してきたら、特に高齢者や   

健性疾患を抱えている人や、疲れ気味、睡眠不足の   

人は、人込みや繁華街への外出を控えたほうがよい   

でしょう。   

空気が乾燥すると、インフル工ンザにかかりやす  

くなります。これはのどや鼻の粘膜の防御機能が低  

下するためで、外出時にはマスクを着用したり、室  

内では加湿器などを使って適度な湿度（50～60％）  

を保つとよいでしょう。  

財十分な休養、バランスの良い食事   

日ごろからバランスのよい食事と十分な休養をと  

り、体力や抵抗力を高めることも大切です。  

財うがい、手洗いの励行   

帰宅時のうがい、手洗いも、一般的な感染症の予  

防のためにお勧めします。  

財咳エチケット   

また、インフルエンザにかかって、「せき」など  

の症状のある方は、特に、周りの方へうつさないた  

めに、マスクを着用しましょう（咳エチケット※）。  

※咳エチケット  

＊咳・くしやみの際はティッシュなどで□と鼻を押さえ、他の人から顔をモむけ  

1m以上離れる。  

＊鼻汁・痍などを含んだティッシュをすくに蓋付きの廃   

棄物籍に捨てられる環境を整える。  

＊咳をしている人にマスクの着用を促す。   

マスクはより透過性の低いもの、例えば、医療現場にて使用される「サージカ   

ルマスク」がより予防効果が高くなりますが、通常の市販マスクでも咳をして   

いる人のウイルスの拡散をある程度は防く効果があると考えられています。   

健康な人ガマスクを着用しているからといって、ウイルスの吸入を完全に予防   

できるわけではないことにも注意が必要です。  

＊マスクの使用は説明書をよく読んで、正しく着用する。′  

＊抗インフルエンザウイルス薬の中には予防に用いられるものもありますが、薬による予防は、ワクチン  

による予防に置き換わるものではありません。なお、抗インフルエンザ薬の予防的な使用は、65歳以上の  

高齢者や慢性呼吸器疾患の患者など、インフルエンザにかかった場合に重症化しやすい方々で、同居する  
人がインフルエンザにかかった場合などに限定されています。  
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一般的な注意  

一般的には以下のような点に注意しましょう。  

・単なるかぜだと軽く考えずに、早めに医療機関を受診してアドバイスを受け雇しょう。  

・安貞削こして、できるだけ休茸をとりましよう。特に睡眠を十分にとることが大切です。  

・水分を十分に補給しましよう。お茶、ジュース、スープなど飲みたいもので篤構です。  

・インフル工ンザは感染しやすいの忍マスクを着用し、また、無理をして学校や職場などに行かないようにしましょう。  

L  藁の使用にあたっての注意点  
ト   

インフルエンザの治療に用いられる薬としては、抗  

インフルエンザウイルス薬があります。これは、医師  

がその必要性を判断して処方されます。   

その他、インフルエンザウイルスには直接効果はあ  

りませんが、解熱剤やインフル工ンザに合併する肺炎  

や気管支炎に対する治療として抗生物質等が使用され  

ることがあります。   

それぞれの薬の効果は、ひとりひとりの症状や体調  

によっても異なり、正しい飲み方、飲んではいけない  

場合、副作用への注意などがありますので、医療機関、  

薬局などできちんと説明を受けてください。   

なお、いわゆる「かぜ薬」と言われるものは、発熱  

や鼻汁、鼻づまりなどの症状をやわらげることはでき  

ますが、インフルエンザウイルスや細菌に直接効くも  

のではありません。  

酸アマンタジン）があります。   

抗インフルエンザウイルス薬を適切な時期（発症か  

ら48時間以内）に使用を開始すると、発熱期間は通  

常1～2日間短縮され、ウイルス排泄塁も減少します。   

なお、インフル工ンザの症状が出てから2日（48  

時間）以降に服用を開始した場合、十分な効果は期待  

できません。  

（註解熱剤について   

解熱剤には多くの種類があります。15歳未満の子  

どもへの使用を避けるべきものとしては、アスピリン  

などのサリチル酸系の解熱鎮痛薬、ジクロブ工ナクナ  

トリウム、メフ工ナム酸があります。   

他の人に処方された薬はもちろん、本人用のもので  

あっても、別の病気のために処方されて使い残したも  

のを使用することは避けてください。   

また、市販の解熱鎮痛薬やかぜ薬（総合感冒薬）の  

一部には、アスピリンなどのサリチル酸系の解熱鎮痛  

薬を含んだものがありますので、使用するときには医  

師・薬剤師などによく相談してください。  

（D抗インフルエンザウイルス薬について   

抗インフル工ンザウイルス薬としては、タミフル  

（一般名：リン酸オセルタミビル）、リレンザ（一般  

名：ザナ三ビル水和物）、シンメトレル（一般名：塩  

5  
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タミフル服用綾の異常行動について   
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は、異常行動発現のおそれがあり、少なくとも2日  

間、小児・未成年者が一人にならないよう、患者・  

家族に説明すること   

タミフル（一般名：リン酸オセルタミビル）は、A  

型またはB型インフル工ンザの治療およぴその予防と  

して使用される医薬品であり、カプセルタイプとドラ  

イシロップタイプがあります。   

タミフルは、医師が診察の上、その必要性を判断し  

て処方します。インフル工ンザに感染したすべての患  

者がタミフルを服用する必要はないと考えられます。   

原則として10歳代の小児・未成年者にタミフルの  

使用を差し控えるとした理由は次のとおりです。  

●タミフルを服用した後、いわゆる異常行動による転   

落等によって死亡した事例が5例あり、いずれも  

10歳以上の未成年者（12歳～17歳）であったこと  

●インフルエンザによる死亡者数をみると、9歳まで   

の小児に比べて10歳代で少なくなっていること、  

10歳以上の小児・未成年者は一般に抵抗力が高い   

ことから、特に合併症や既往歴のあるハイリスク患   

者でなければ、必ずしもタミフルを投与する必要は   

ないと考えられること   

これまでにタ三フルを服用した10歳代の方が転落  

等により亡くなられた事例などが報告されています。  

このため、厚生労働省は、平成19年3月20日に予防  

的な措置として、タミフルの製造販売元である中外製  

薬株式会社に対し、医療関係者への緊急安全性情報の  

配布を指示しました。緊急安全性情報の内容は次のと  

おりです。  

●10才以上の未成年の患者は、合併症などを有する   

ハイリスク患者を除いては、原則使用を差し控える   

こと  

●小児・未成年者は、本剤による治療が開始された後  

タミフルの服用と異常な行動等との関係について  

は、現在厚生労働省において、因果関係を究明するた  

めの検討を進めています。  

一 －、－－－■－－一一一一－－－1l ヽ 

ノン‾ インフルエンサ覆患時の異常行動に対する注意   

インフル工ンザウイルスに感染した場合、タミフル  

の販売開始以前においても異常行動の発現が認められ  

ており、また、まれに脳炎・脳症をきたすことがある  

との報告もなされています。これらのことから、イン  

フルエンザと診断され治療が開始された後は、夕三フ  

ルの処方の有無を問わず、異常行動発現のおそれがあ  

ると考えられます。   

そのため、万が一の事故を防止するために、特に小  

児・未成年者に対しては、インフル工ンザと診断され  

治療が開始された後は、少なくとも2日間、保護者等  

の方が小児・未成年者が一人にならないよう配慮する  

ことが重要です。  

β   
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㊨予防の基本は…  
＝…＝＝＝＝＝＝……………………●○＝…＝●   
■インフルエンザの流行前に   

財インフルエンザワクチンの接種  

（特に65歳以上の高齢者、持病のある方など）   

∫インフルエンザが流行したら、   

哲人込みや繁華街への外出を控える   

財外出時にはマスクを着用   

財室内では加湿器などを使用して適度な湿度に   

財十分な休養、バランスの良い食事   

財外出時にはマスクを利用   

財うがい、手洗の励行   

財咳エチケット  

㊨かかったら・・・  
●●●■●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  

財早めの受診  

巨ー安静と休養  

財十分な水分の摂取  

巨ーマスクの着用  

財外出の自粛  

㊨薬の使用にあたっては…  
＝＝＝●■●■●○●●●●＝＝＝＝●－●－……－…………＝＝○＝…＝●○●●●   

耐用法（用い方）、用量（用いる量）、期間（用いる日数）を守る   



390  

囲圏園  ●liJlr 一 － ■ ▲ 一 － ■ ■ － －i一 ■ － ～ t i，■l、‘■ ■ 、J▼1、■－ － ■ 一● 一I・・■lt11、■ ▲ ▲ ゝ、▲ト 、■lこ ▲；▲・■ ■ ■†▲  

皆を郡も呈を噸塵老嬢出  

インフル工ンザの発熱から早期の段階（多くは24－48時間以内）で、嘔吐、異常行動、意識障害、  

けいれんなどがみられ、1歳をピークとして幼児期に最も多く見られます（男女間の差はない）。   

厚生労働省の研究班の調査結果から、日本ではおよそ次のような状況にあると推定されています。  
■■■■－－－－－・●－－－一一－－－－一一－■●－－－－－－●－－－－－－－－－－－■－－－－一一－●－■－－－－－－－■■一●－●●－－－－－－－→－－－－－－－－－－●－■－－－－－－←■－■－－一一■■■－●  

・インフル工ンザの流行によって異なるが、1シーズンに100～300人の小児がインフル工ンザ脳  

症を発症する。  
■l●■一－－－－－●－■－－－－●－－－●－▲－－－－－－●－－－－－－－－－●－－一■－－－－－■－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－■■一－－●－－－－－■－－一一－－－－－－－■－－一一－－－－  

・A香港型の流行時に多発するが、B型でも発症する。  
■－－■－－－－－－－－－●－■■－－●－－－－－■－－－－－■■－－－－－■■－－－一一－■■●－－一－一一－－－－－－－－●●－●－－一一－－－－●■■一－－－－■－－▲－－－－▲一－－－－－▲－－－一－－■一－‾  

・死亡率は当初約30％であったが、最近は10％程度に低下した。しかし、後遺症は約25％に見ら  

壁型哲を昂地産彦ぜ琶噂桓  

ヒトの間で長い間流行しなかった新しいタイプのインフルエンザウイルスによるインフルエンザの  

ことです。現在、ニワトリなどにとって毒性の強い烏インフル工ンザウイルスH5Nlの流行が収まら  
－●■－－一一－■■■・■－－■－－一一－－■－－－－■－●－－－●－－←－●一一－－－－－－●－■－－－－－■－■－－－■－－－－－－－－●－－－－■－－－－－－－■■－－－■－－－－－－■－■－－一－－■■－－－－－■■●－‾■■  

ない中、遺伝子が変異してと卜からと卜に感染するタイプになる可能性が最も危憤されています。新  

型ウイルスにはほとんどの人が抗体をもっていませんので、もし流行した場合、爆発的に世界中で大  
－■■■■l■■■■●■■■■●－■■－－－■－■■－－－－■一－－－－－－■－－－－－－▲一－一一一一－■－■－－－・－－－－－－－■一●－■一一－－－－－■－●－■－－－－－－●■■■■■■一－●一一■■■●－‾  

流行すると考えられています（パンデミ、ソク）。かつて流行し今はと卜の闇で消滅したインフル工ン  
■▼－■■－■■■■一■■－－－－■－－－一－－－－●●－ －－一－－■－－－－●－－－一－■－－－－－－－－－－一－■■■・－－－－一－－－－－－一－－－■－一一－－－－－●■－－－－●■■■・●－■一－■－－■■一■■－■■■●■■  

ザウイルスが再び出現した時も、パンデミックとなり得ることが考えられています。大規模なヒトヘ  
■－－ トー▲－●－・■－■■－－－－－■－－ －■－■－－－■－－－■－－－－－－－一－－－－－一－▲－－－－－－－一－－－－－■一－■－■－－－一－●－－－－■■－－一一・・一一一－－一－－－－－－－一－◆■■■‾  

の感染が起こり、甚大な被害が生じた場合を想定し、可能な限りの準備を進め、できるだけその被害  
■■●■一■■－－■■■・t－－●－－－－－一－－－■－●－－－－－－－■－－一－－－－▲－－－－－－一一一－－●－－■■－－－－●－－－■－■■－－－－－－－－－■■－－－－－－－－▲－－一－－－■－一一－－－－－－‾●■‾  

を少なくするという危機管理の視点がもっとも重要です。  
－－■■－－－－－－▲－－■－－－－－－－一一■－●－－－－－●－－－一一－－－－■－一－－－－一一－■－■－－－●－■■■■■■・●－■－●－－－－－－－一一－－－▲－一－－・－■・●－－－－－－－－一一－■－■一■一‾■▲   

政府でもこうした視点から対策の強化に努めており、関係各省庁が具体的な国の行動計画を平成1ワ  
■■・－－－－－－－－－－－■－－－－－－■●■－－■－－－■■■■■－→一－－－－▲●－・・●一一－－一－－■■■■■■・－－・－－－－■一一－－－－－－－－■－－■－■一－－－一－■■■－－－－－－－－■■■－■－－－●－●■‾■－－■◆－■■▲■‾‾■  

年12月に作成し公表しました。また、さらにその後も対策方法を継続して模討し、重ねています。  
■■－■－●■－－－－一一－●－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－●■－－■・－－一一■－－－－－－●－－■－－－－●－－－－－－－－－－－－－－－●－－－－－●－■－－－■－■－■一－－一●－‾●－■■■■   
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薗国圏圏圏圏固圏圏囲囲  

O「インフルエンザQ＆A」（厚生労働省）   

ト 加中仙w帆m肘帆gO加他びnl協触nko血舶冶如tj由ns即5わ¢U¢7戯コ旬乱加mJ磨唱   

●「インフルエンザQ＆A」（国立感染症研究所感染症情報センター）   

（一般の方向け、．医療事業者向け）  

〉■さ 伽申伽c．〃肋．go脚甜き助仙e〃ヱa朋〟QA伽ge〃α！．出血佃打柑   

●「インフルエンザ総合対策」（日本医師会）   

〉：し 伽中仙爪edo脚仇Je〃加わ血．わ山一J   

●「今年のインフルエンザ対策として」（日本臨床内科医会）   

〉；伽申伽厄．〟爪血加／   

●医薬品医療機器情報提供ホームページ（（独）医薬品医療機器総合機構）   

（一般の皆様向け）  

〉】’伽中仙wl肌加わ．p爪由．go加伽如（し卸a几伽mJ   

●厚生労働省 インフルエンザ等感染症に関する相談窓口   

（委託先：NPO法人バイオメディカルサイエンス）   

月曜日～金曜日（祝祭日除く）09：30～17：00  

〉、電括番号：03－3200－6784   

〉 FAX番号：03－3200－5209   

〉こ E－maif：inf［ut＠npo－bmsa．org   

●くすり相談窓口（（独）医薬品医療機器総合機構）   

受付時間：月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）午後9暗から午後5時  

〉 電話番号：03－3506－9457  

●「インフル工ンザ」わかりやすい病気のはなしシリーズ33   

（中間法人日本臨床内科医会）  

〉 加申御舟a．〟m血、肋仙00た始始e√由坤d拍e血5β肋．pdf  

タ   



インフルエンザの基礎知鼓の作成にあたり  
協力いただいた方々  

くすりの適正使用協譲会理事長  

海老原 格   

国立感染症研究所感染症情報センター長  

岡部 信彦   

納得して医療を選ぶ会事務局長  

倉田 雅子   

社団法人日本薬剤師会副会長  

児玉  孝   

神奈川県保健福祉部次長  

中沢 明紀   

日本臨床内科医会インフルエンザ研究班副班長  

廉津 伸夫  

（五十音順、敬称略）   



、菌r  

◎2…孟吉富蒜㌶諾駕欝た  
！インフルエンザシーズン前にワクチン接種を受ける   

ことが、予防の基礎です。  

！うがいや手洗いをしましょう。  

！バランスのよい食事と、十分な休養をとり、疲労を   
逝けましよう。  

王室内の湿度を50～60％に保ちましよう。  

！人込みや繁華街への外出を控えましよう。もし外出   
するときにはマスクを着用すると良いでしょう。  

r  

謬r  

インフルエンザとはどんな病気  

ですか。  
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◎1  

インコル工⊃ザの基礎知識  ！インフル工ンザウイルスの感染により、突然の高熱   

と全身のだるさ、筋肉痛などの全身症状が現れるこ   

とが特徴。  

！通常、高熱が数日持続し、1週間程度で回復。  

！時には、合併症を伴い重症になることも。  

！インフルエンザは、その年により流行の程度に差が   

あるが、我が国では通常、11月から12月に始まり、   

翌年の1月から3月ごろの闇に患者が増加します。  

．・′  

厚生労働省  
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匂㌢  

インフルエンザにかかったら、  

どのようにすればよいですか。  

粗  

感染の拡大を防ぐためにはどの  

ようにしたら長いですか。  

兼咳エチケット  
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◎3  ＊せき・くしやみの際はティッシュなどでロと鼻を押   

さえ、他の人から顔をモむけ1m以上離れる。  

たんふた ＊井汁・癖などを含んだティッシュをす＜に蓋付き   

のごみ箱に捨てられる環境を整える。  

＊味をしている人にマスクの着用を促す。  

咳をしている場合、周りの方へうつさないために、   

マスクを着用する。  

＊マスクの使用は説明書を読んで、正しく着用する。  

王水分（お茶、ジュース、スープなど）を十分に補給しましょう。  

！熱削こし、十分な休養を。学校や職場は休みましょう。  

！早めに医療機関を受診して治療を受けましょう。  

！周りの方へうつさないために、マスクをつけましょう  

（咳エチケット）。外出を控えましょう。  

！薬を使う時には、医師や薬剤師の指示に従い正しく使   

用してください。薬を使用していて何か異常だなと感   
じるような場合は、早めに医師・薬剤師・などにご相   
談ください。  

J㌢  

！一人一人がインフルエンザにかからないようするこ   

と、また、かかってしまった時には、他の人にうつ   

さないようにすることが大切です。  

！Q2とQ3をよくお読みください。  

霜r  

！！壬…き5tこ群uく知りたい方／＼  

●インフルエンゲQ＆A（厚生労働省）   

；；‡…くすりにm憫疇のページ  

●医薬品医鵬昔情軌P －一般のず舶け－（匿■品医■開合書■）   
仙画伽㈹・州明○・脚如叩曲州別血仙血・ね舶帥助○〟耶〟7申・加爪J柑   
インフル工ンザと轡適の風邪どう遣うの？予l矧ま？ かからないためには？   
かかったら？ 治療矧ま？ タミフル服用と異頼行動について厚生労働省の対   
応は？ 抗生剤はインフル工ンザに効果は？ インフル工ンザにかかったら、   
どのくらいの間、学校、塾、曙場を休めばよいの？  

●インフルエンザワクチン接種Q＆A  

（国立感染症研究所 感染症情報センター）   

肘掛肌用W血血．pm血g0．如伽血佃＿仙川出血IJ   
診■所、病院で処方ざれた藁のことを詳しく知りたいときに→「懇書向け医ホ品刀イド」   
お店で■える藁の添付文■が見たいときに→トー一般用医薬品扉付文t†l報」   

そのま茅放■したら照り遭しげつかなくなる怖し嘲作用って何？→「暮≠剛作用頼別対応マニュアル」  

⇔くすDのしおり（くすりの適正使用協募金）  

£濃惣諾既設でき紺。  
○くすり相談の問一賞（医薬品医♯紳輔合榊）   

仙p伽c・〃肋go脚ぬ旭丘きe伽仙即ヱ離l〟OA伯Ag即肱川mJ呵相   
知栗は？接種時耶、どこで？何回？削反応は？ワクチン綴種が受けら   
れない人は？卵やゼラチンアレルギーがあっても受けられる？授乳中でも   
璧けられるワ 妊娠中は受けた方が良いの？  

●厚生労働省 インフルエンザ等感染症に関する相談窓口  

肘掛畑肌用．掴0．pmd■．gO，加伽u削J√紬○〟由几〟如IJ   
データマップのエリアをクリックすると都道府県の薬事憎領がわかる．   
各都道府県のホームページにリンクし、⊥募身近な医♯、福祉、生活情報をゲット．  

●妊婦と築情報センター（属立成一医♯センター）   或
舜
 
 

日中畑〝帆∩¢dldgo脚〟さ〟√伽dF∬．ハ加J  
「妊娠していると知らずに巣を飲んでしまったけれど、赤ちゃんは大丈夫？j「治療のために   
くすりをすっと飲んでい末す帆このまま妊娠しても大丈夫り」こんな耳同にお答えします．  

⑳医薬品副作用被書救済制よ（医事島匿鵬器鞘合榊）  

（委託先：NPO法人バイオメディ  カルサイエンス）  

‥‥03－3200－6784  電話番弓   

月曜日～金曜日（祝禁日陰く）    09：30～17：00  FAX番号・・‥‥03－3200－5209  
加中仙〝．pm血g8．加加計血飢JI如l竹叫】々抑由．肘mJ  

E－mail  influt＠npo－bmsa．org  




